
香川県次世代育成支援行動計画（２０１０-２０１４）数値目標の進捗状況

７．特別な支援を必要とする子どもや家庭の自立の促進

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

No 担当部局 評　　価
前年度
評　価
(H23）

1 健康福祉部 13市町 15市町 全市町 Ｂ B

2 健康福祉部 569件 493件 480件 Ａ Ａ

30世帯 47世帯 37世帯 Ａ Ａ

4世帯 3世帯 5世帯 Ｄ Ｄ

4 健康福祉部 0か所 1か所 1か所 Ａ Ａ

5 健康福祉部 0か所 1か所 1か所 Ａ Ａ

6 健康福祉部 0か所 2か所 1か所 Ａ Ａ

7 健康福祉部 188件/年 23年度 193件/年 251件/年 Ｃ Ａ

8 教育委員会 100% 100% 100% Ａ Ａ

9 教育委員会 313回 154回 300回 Ｄ Ｄ

小学生2.3人 小学生2.5人 小学生2.2人 Ｄ Ｄ

中学生32.6人 中学生28.5人 中学生28.0人 Ａ C

施策名

施策を推進す
るための小項
目施策

＜数値目標の達成状況＞

目標項目 計画策定時(21年度） 26年度目標数値

平均進捗度（3.00）Ｂ
【Ａ評価：7　Ｂ評価：1　Ｃ評価：1　Ｄ評価：3　評価不能：0　】

24年度実績値

（１）児童虐待防止対策の推進 （４）子どもの権利の尊重

（２）社会的養護体制の充実

（３）障害のある子どもやひとり親家庭の子どもに対する支
援

○○○○　　　　児童虐待児童虐待児童虐待児童虐待のののの未然防止未然防止未然防止未然防止、、、、早期発見早期発見早期発見早期発見・・・・早期対応等早期対応等早期対応等早期対応等をををを目指目指目指目指しししし、、、、児童相談所児童相談所児童相談所児童相談所のののの体制強化体制強化体制強化体制強化をををを図図図図るとともにるとともにるとともにるとともに、、、、要保護児童対策地域協議会要保護児童対策地域協議会要保護児童対策地域協議会要保護児童対策地域協議会
　　　　　　　　のののの県下全域県下全域県下全域県下全域でのでのでのでの設置促進設置促進設置促進設置促進やややや関係機関関係機関関係機関関係機関とのとのとのとの連携連携連携連携をををを強化強化強化強化するなどするなどするなどするなど、、、、適切適切適切適切ななななケアケアケアケアのののの実施実施実施実施にににに努努努努めためためためた。。。。

○○○○　　　　障害障害障害障害のあるのあるのあるのある子子子子どもにどもにどもにどもに対対対対するするするする支援支援支援支援やややや、、、、ひとりひとりひとりひとり親家庭親家庭親家庭親家庭のののの子子子子どもにどもにどもにどもに対対対対するするするする支援支援支援支援のののの推進推進推進推進にににに努努努努めためためためた。。。。

○○○○　　　　学校学校学校学校からのからのからのからの要請要請要請要請にににに応応応応じてじてじてじて元警察官元警察官元警察官元警察官やややや学校支援学校支援学校支援学校支援アドバイザーアドバイザーアドバイザーアドバイザー等等等等からなるからなるからなるからなる「「「「スクールサポートチームスクールサポートチームスクールサポートチームスクールサポートチーム」」」」をををを派遣派遣派遣派遣したしたしたした。。。。さらにさらにさらにさらに、、、、
　　　　　　　　小小小小・・・・中中中中、、、、高校高校高校高校でのでのでのでのスクールカウンセラースクールカウンセラースクールカウンセラースクールカウンセラーのののの活用活用活用活用やややや教育教育教育教育センターセンターセンターセンターにおけるにおけるにおけるにおける24242424時間時間時間時間いじめいじめいじめいじめ電話相談電話相談電話相談電話相談のののの実施実施実施実施などなどなどなど相談体制相談体制相談体制相談体制のののの
　　　　　　　　充実充実充実充実をををを図図図図ったったったった。。。。

○○○○　　　　障害障害障害障害のあるのあるのあるのある幼児児童生徒幼児児童生徒幼児児童生徒幼児児童生徒にににに対対対対するするするする指導内容指導内容指導内容指導内容・・・・方法方法方法方法についてについてについてについて、、、、特別支援学校特別支援学校特別支援学校特別支援学校のののの教員教員教員教員がががが、、、、幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園、、、、保育所保育所保育所保育所、、、、小小小小・・・・中中中中・・・・高等学校高等学校高等学校高等学校
　　　　　　　　からのからのからのからの要請要請要請要請にににに応応応応じじじじ、、、、学校園学校園学校園学校園をををを訪問訪問訪問訪問しししし、、、、助言助言助言助言をををを行行行行ってきたってきたってきたってきた。。。。

施策の進捗度
（平成22年度～平成26年度）

H24年4
月

養育里親登録数

要保護児童対策地域協議会設置市町数

児童相談所での虐待対応件数

健康福祉部

専門里親登録数

3

自立援助ホーム設置数

盲・聾・養護学校教員が小・中学校等を訪問し相談・助言にあた
る年間連携訪問回数

27年度

特別支援教育コーディネーターを位置づけている小・中学校の割
合

教育委員会10

H22年4
月

発達障害者支援センターが行う地域啓発活動（講演会、研修、他
機関への支援か所数）

小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム）実施か所数

地域小規模児童養護施設設置数

1,000人当たりの不登校児童生徒の数

（注）後期計画の特定の数値目標については、その注記において、関係する計画（香川県総合計画、香川県教育基本計画、かがわ食育アクションプラン、かがわ障害者プラン）の
　　策定（変更）時に見直しを行うこととしており、平成24年3月に香川障害者プランが変更されたことに伴い、該当の数値目標の見直しを行った。見直された数値目標については、
　　平成24年度実績に基づく評価において、適用される。
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今
後
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果

　○　施策の平均進捗度はＢとなっている。

　○　虐待対応件数は、年々増加していたが、平成24度は、23年度に続き減少した。市町の相談窓口等の体制が整備
　　　されてきたことも一因として考えられ、引き続き市町の体制整備を促進するとともに、児童虐待の未然防止、早期発
　　　見等に一層取組む必要がある。

 

　○　平成24年度の虐待対応件数をみると、身体的虐待が多く、被虐待児の年齢別では、小学生が多い。また主たる虐待者
　　は、従来どおり実母が最も多い。引き続き相談・援助体制の充実が重要であるとともに、今後、家庭的養護の推進、施設
　　機能の見直し、家庭支援機能等の強化、自立支援策の強化、人材確保のための仕組みの強化、子どもの権利擁護の強
　　化といった、社会的養護体制の充実について検討することが必要である。

　○　連携訪問について、H24から補助事業となり、さらに予算が削減されているが、訪問できる回数に制限がかかる中で、
　　H22からは電話による相談や、特別支援学校へ来てもらっての相談を加えることで支援の充実を図っている。今後も、
　　県費予算をできるだけ確保しつつ、訪問による支援だけでなく、電話相談等を組み合わせることによって、効果的な支援を
　　工夫していきたい。

施策名(中項目） 特別な支援を必要とする子どもや家族の自立の促進

平成24年度県政世論調査 最も重要だと思う施策

児童虐待防止対策の推進 9.1％（10位） 17.6％（6位）

充実度に不満がある施策


